
電気で沸かして

「まほうびん保温」

９０５W
「スピード沸とう」

大きな文字と分かりやすい操作パネル

湯沸かし時間、消費電力量、蒸気を抑える

「沸とうセーブ」(選択式)

２時間操作しないと保温ヒーターオフ

「省エネモード」(選択式)

マイコン沸とうVE電気まほうびん 優湯生（ゆうとうせい）／CV-TZ22、CV-TZ30

電気で沸かして「まほうびん保温」

電気とまほうびんを組み合わせてかしこく保温することで、

消費電力量を抑えます。

９０５W「スピード沸とう」

お湯が速く沸くから、時短にぴったり。忙しい朝や料理の下ごしらえにも便利です。

大きな文字と分かりやすい操作パネル

文字を大きくし、視認性が高いボタン配置と配色にすること

で、より使いやすさが向上しました。

湯沸かし時間、消費電力量、蒸気を抑える 「沸とうセーブ」(選択式)

商品特長
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沸とうさせずに設定した温度まで沸かして保温するから、湯

沸かし時間、消費電力量、蒸気発生を抑えられます。（浄水

器などの使用で、カルキとばしの必要がない方におすすめ

の機能です。）

(90℃・80℃・70℃保温設定時に選択可能) 

２時間操作しないと保温ヒーターオフ 「省エネモード」(選択式)

２時間操作がないときは自動で保温ヒーターへの通電を切

り、消費電力量を削減します。70℃まで湯温が下がると
70℃保温を開始します。
(98℃・90℃・80℃保温設定時に選択可能)

ゆっくり少量ずつ注げる「ゆっくりカフェドリップ給湯」

少量でゆっくり注げるのでお湯が飛び散りにくく、じっくり蒸ら

せます。

使わない時間はタイマーで節約「５段階節約タイマー」(6・7・8・9・10時間)

用途に合わせて使い分けられる「５段階保温設定」(98℃・90℃・80℃・70℃・まほうびん)

お湯の残量がとっても見やすい「ワイドウインドウ」&「赤玉水量計」



必要量を湯沸かしするのに便利「内容器水量目盛」

品番 CV-TZ22 CV-TZ30 

希望小売価格 オープン価格

容量（L） 2.2 3.0 

消費電力湯沸かし時（W） 905

年間消費電力量 （kWh/年） 283 329

1日あたりの消費電力量 （kWh/日） 0.78 0.90

年間電気代 約7,600円 約8,900円

外形寸法　幅×奥行×高さ（約cm） 21×28.5×26 21×28.5×30 

質量（約kg） 2.5 2.7

その他搭載機能一覧

商品仕様

※1

※1

※1

オープン価格の商品は希望小売価格を定めておりません。

また運送費・設置費・付帯工事費・使用済み商品の引き取り費等は含まれておりません。

※

※1 日本電機工業会自主基準による測定（室温23℃、湯沸し2回/1日、 再沸とう1回/1日、保温90℃で23時間/1日、365日/年間、その他水量等の試験条件：
HD-112に基づく、新電力料金目安単価27円/kWh（税込）で計算）季節による周囲温度等の条件により、変動する場合があります。
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